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内容 

本書は，裁判所職員総合研修所で裁判所書記官や家庭裁判所調査官となる実務家を養成するための基本
法律教材として，使用されています。判例・実務の基本的動向を理解することに重点を置き，多くの判例を取り
上げて分かりやすく解説されています。平成１９年の三訂補訂版以降，９年ぶりとなる平成２８年の改訂では，平
成２８年６月に施行された刑法等の一部を改正する法律等による刑の一部執行猶予制度に対応するよう加筆修
正が行われ，また近時の学説の展開を踏まえつつ，新たな判例が補充される等，大幅な加筆修正が行われて
います。 
これから刑法を学ぼうとされる方から，刑事実務に携わる方まで，幅広く活用いただける一冊です。 
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